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口

次

第

章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序

に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張
の
場

に
お
け
る
基
本
権

12
.

　

'

4
.

5
.

6
.

人
類
学
的
根
拠
づ
け

法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権

に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治
の
手
段

で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

客
観
的
.原
則

で
あ
り
k
.観
的
権
利

で
あ
る
も

の
と
し
て
の
基
本
権

基
本
権
の
私
人
問
的
側
.面
に
つ
い
て

¶ 〕
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・
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七

六

(
nノ
'
11

)

n
。
基

本
権

理
論

の
た

め

の
推

論

1
.
基
本

権

の
防
御

的

(d
e
fen
siv
)
理
解

-U
構

x̀
的

(k
o
n
stit
u
tiv
)
理
解

2
.
右

.

.
つ
の
理
解

の
位
置

付

け
と
境

界

3
.
「　
-度

v
J

(≫
in
stitu
tio
n
e
ll
≪
)
基

本

権
理
解

の
概

念

に

つ
い

て

(以

」
、

皿
.
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権

i

民
k
的
法
秩
序
の
必
須
物

1
。
国
家

の
構
成
的
要
素

2
。
基
本
権
の
再
構
成

の

憲
法
制
定
者
に
よ
る
も
の

ω

連
邦
裁
判
所
に
よ
る
も
の

㎞

民
高

.
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序
の
必
須
物
の
番
人
と
し
て
の
連
邦
椅

所

ぬ

不

文

の
基
本

権

の
出口
認

酬

連

邦
憲

法
第

四
条

の
極

限
ま

で

の
援

用

の

連

邦
憲

法

の
不
文

の
基
本

権

と
連

邦
憲

法

.

.

...条

の
い
う

「
憲
法

ヒ

の
権
利

-

の
概
念

d

3
.
権
利

実
現

の
過

穐

に
お
け

る
基
本

権

の
機
能

　e)d)c)b)a

経
済
的
11
政
治
的
領
域

に
お
け
る
立
法
の
事
前
形
成

立
法

の
正
式
の
手
続

個
別
事
案
毎
の
決
定
の
手
続

内
容

の
統
制

諸
々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
用

4

少
数
著
の
保
護

5
.
ス
イ
ス
に
お
け
る
基
本
権
の
、

田

連
邦
国
家

の
統
合

切

経
済
制
度

の
保
障

第
.
.章

基
本
権

の
実
現

1
,
基
本
権
を
具
体
化
す
る
必
要
性

そ
の
他

の
特
殊
な
機
能

本

誌

一
L

O
号

)

A

以
i
、

ヒ 本
tL一口
iue・rj

 

(
以

ヒ

、

本

誌

一
し

.

目
、了
)
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H
。
基
本

権

の
部

分
的
内

容

1
.
基
本

権

の
、
直
接

的
請

求

の
根
拠

と
な

る
内

容

2

.
プ

ロ
グ

ラ
ム

S
周

(p
ro
g
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
ch
ic
h
t
)

3
.
単
純

な
法

適
用

の
際

の
基
本

権

の
側
面

防
護

的

(fla
n
k
ier
en
d
)
作

川

皿
.
様

々
な

基
本

権
内

容

の
国
家
機

関

へ
の
配

:
'
(Z
u
o
r
d
n
u
n
g
)

1
.
課

題

-

適
切
な
機
関
の
決
定

2
.
立

法

者

3
.
執
政

(R
eg
ie
ru
n
g
)
と

行
政

(V
e
rw
a
ltu
n
g
)

4
.
判

例

付

説

.
権

限

あ
る
国

家
機

関

の
決

定

に
か

ん
す

る
事

例
と

し

て
の

ス
イ

ス
基
本
権

判
例

の
歴

史

W
.
基

本
権

に
も
と

つ
く
給

付
請
求

権

(L
eistu
n
g
sa
n
sp
ru
ch
)

祉
会

的
基

本
権

1
.
問

題

2
.
連
邦

裁
判

所

の
判
例

3
.
連
邦

裁
判

所
判

例

の
分
析

,
4

司
法
審
査
適
合
性

V
.
合
憲
解
釈

1
.
原

則

2
.
連
邦
裁
判
所
の
憲
法
裁
判
権
に
お
け
る
意
義

の

邦
法
令
に
対
す
る
抽
象
的
規
範
統
制

ω

邦

の
個
別
的
行
為
に
対
す
る
審
査

e)d)c)b)a

警
察

の
保
護
義
務

公
的
根
拠
の
援
用

給
付
の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

.平
等
処
遇
の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

拘
留
法

(H
a
ftr
ech
t)
に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

(
以

ヒ

、

本

誌

.
」

..
号

)

(
以

L

、

本

誌

本

口'5
)
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ヒ

八

(
411

)

ω

連

邦
法

律

の
合
憲

解
釈

付

説

.
連

邦
参

事
会

命
令

に
対

す
る
適

用
事

案

に
お
け

る
審

査

3
.
憲

法

に
適
合

す

る
裁
量

権
行
使

W
.
基

本

権

の
第
...者
効

力

1
.
問

題

2
,
第

ゴ
.者

効
力

説

の
論
拠

3
.
基

本
権

の
第

..者

効
力

の
原
則

的

承
認

田

学

説

と
憲
法

ω

連

邦
裁

判
所

の
判

例

4
.
私

法

に
お

け
る
基

本
権

の
適

用
状

況

の

直

接
的

第

.二
者
効

力

か
間
接
的

第

...者
効

力
か

?

励

区

別

す

べ
き

必
要

性

の

第

...者

効
力

理
論

と
基

本
権

の
部
分

的
内

容

第

...章

基
本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い
て

ー
.
妥

当

領
域

の
決

定

1
.
方

法
論

的
注

記

2
.
人
的
妥
当
領
域
の
確
定

-

各
論

H
.
基
本
権
制
約
の
問
題
と
の
関
連

第
四
章

基
本
権
の
制
約

1
.
法
律
ヒ
の
根
拠

1
.
法
律
と
基
本
権
の
間
の
同

↓
化
傾
_

(K
o
n
v
er
g
e
n
z
)
と
衝
突

2
.
基
本
権
制
約

の
た
め
の
前
提
と
し
て
の
法
律

ω

基
本
権
制
約

の
際

の
法
律
の
位
置
付
け

ゆ

法
律
の
根
拠

の
要
請

ω

個
別
事
例

IX〕
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副

特
別
の
法
律
関
係

ω

警
察
的

一
般
条
項

b付
説
.
慣

習

法

ω

法
律
L

の
根
拠

の
要
求
に
か
ん
す
る
連
邦
哉
判
所
の
そ
の
他
の
国
法
裁
判

の
基
本
権
関
係

(G
ru
n
d
re
ch
tsb
e
z
i　g
e
)

蜘

代
表
の
原
則

圃

連
邦
憲
法
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
合
法
性
の
原
理

の

並τ

げ㎜

C

...."

イ

3
.
基
本
権
保
障
の
た
め
の
法
律

の
機
能

へ
の
期
待

ω

法
律

へ
の
伝
統
的
な
期
待

切

平
等
に
処
遇
す
る
法
律

の
自
由
保
障
機
能
の
喪
失

の

個
別
事
例
毎

の
正
義
に
か
ん
す
る
法
律
的
規
律
の
不
可
能
性

ω

判
決
の
正
確
さ
の
た
め
の
最
鱒
の
保
障
を
と
も
な

っ
た
手
続

H
,
公
共

の
利
益
と
比
例
原
則

1
.
基
本
問
題
11
利
益
衡
ほ

2
.
利
益
衡
駄
の
方
法

3
.
公
共
の
利
益
の
決
定

ω

社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

励

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
手
続
と
基
準

ω

「
公
共

の
利
益
」
概
念

の
不
卜
分
さ

ω

妥
当
す
る
侵
害
利
益
の
質
の
審
査

4
.
比
例
原
則

の

客
観
的
内
容

ω

行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則

の
部
分
内
容

d

基
本
権
侵
害

の
審
査
の
際
の
比
例
原
則

幻

副

出
発
点
11
基
本
権
の
保
護
領
域

の
関
係
性

182一
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鷲

朧

駒
鎌

則
審
査
の
特
殊
性

の

そ
れ
n
体
は
合
憲
的
な
規
範

の
適
用
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

団㏄

比
例
原
則
と
裁
鼠

ω

特
別
の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
?

田

連
邦
裁
判
所

の
判
例

M蝋

欝

継

副
蘇

鳶

翻
難

止
の限界
付
け

d

付

・占
11
人
格
的

白

山
と

の
関

係

-
　

m
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容
の
保
障
の
機
能

の

歴
史
的
視
点

ゆ

立
法

の
制
約

の

判
決

の
制
約

2
.
核
心
的
内
容
の
確
定

の

判
決

の
展
開
指
針

ゆ

核
心
的
内
容

の
確
定
に

つ
い
て
の
方
法

の

核
心
的
内
容

の
確
定
に
対
す
る
国
際
法
の
影
響

の

事

例

3
.
核
心
的
内
容

の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
瓦
章

基
本
権

の
競
合

1
.
序

論

H
.
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性

1
.
基
本
権
の
多
様
な
機
能

2
.
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

八

〇

(
611

)
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3
.
時
効

の
適
川
を
受
け
ず
か
つ
不
可
譲

の
基
本
権

皿
.
課
題
11
紛
争

の
中

に
具
体
的

に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益

の
分
析
と
評
価

1
.
具
、体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性

(R
elev
a
n
z
)

2
.
す

べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容

へ
の
顧
慮

W
.
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の

・
他

の
基
本
権
と
の
関
係

に
つ
い
て

第
六
章

人
権

の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
L

の
基
本
権
と
の
関
係

1
.
国
際
法
に
お
け
る
人
権

1
.
国
際
的
次
元

で
の
人
権
の
法
典
化

2
.
国
際
法
的
人
権
保
障
の
固
有
性

H
.
ス
イ

ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障

の
妥
当
性

1
.
判
決
に
か
ん
し
て

2
.
疏
法
に
か
ん
し
て

3
.
外
交
政
策
に
お
い
て

皿
.
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約

(E
M
R
K
)
の
間

の
関
係

1
.
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
憲
法
水
準

2
.
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
保
障
と
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と

の

一
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時
に
援
川
さ
れ
た
場
合
に
連
邦
裁
判
所
の
執

る
べ
き
措
叢

寸

工氷

f

金

事
項
索
引

ixis

:1
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八

.

(
011

)

皿
.
様
々
な
基
本
権
内
容
の
国
家
機
関
へ
の
配
分

〔承
前
〕

3

.
執

政

(R
e
g
ie
r
u
n
g
)

と

行

政

(V
e
r
w
a
ltu
n
g
)

　
れ

ね

執
政

お

よ
び
行

政

も
、
今

日

で
は
、
広

範

に
、

基
本

権
実

現

の
課
題

を
負

っ
て
い
る
。

法
律

案

の
準
備

お
よ

び
命
令

の
制

定

の
領

域

で
は

へ
ゆ

プ

ロ
グ

ラ
ム
的

な
部

分
内
容

が
、

ま
た
個

別
事

案

の
決

定

(E
in
z
e
lf
a
llen
t
s
c
h
e
id
u
n
gq
)

の
分
野

で
は
司
法
判

断
適

合
的

な
部

分
内

容

が
、

そ
れ

ぞ
れ
表

面

に
出

る
。
連

邦
参
事

会

の
課

題

に

つ
い

て
の
司
法

判
断
適

合
的

な
内

容

は
、

と
り

わ
け
、

特
定

の
形
式

的

な
憲
法

訴

訟

の
判

　や

決

を

す
る

と
き

に
妥
当

す

る
。

そ
れ

に
加

え

て
、

連
邦

憲
法

一
〇

.
一条

二
号

が
、
概

括
的

に
、

「
憲

法

の
遵

守

を
…

…
監
視

す

る

こ
と
」

を
、

　　
　

連

邦
参

事
会

に
委

託

し

て
い
る
。

(56)
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4

.
判

例

憲
法

裁

判
所

が
自

由

主
義

的

11
民

主

主
義

的

国
家

の
土
台

を

な

す
要

石

(
B
a
u
s
t
e
in
)

を
確

定

し
、

具
体

化

し
、

か

つ
現

実

化

す

る
全

　
ゼ

　

く
特
別

の
機

能

に

つ
い

て
は
、

す

で
に
か
な

り
詳

細

に
叙
述

し
た

と

こ
ろ

で
あ
る
。

し
か

し
、
連

邦

裁
判
所

は
、

基
本

権
保

障

に
携

わ

る
唯

一
の
裁

判
的
機

関

な

の
で
は

な

い
。

す

べ
て
の
裁
判

所

が

(ま

た
す

べ
て

の
国

家

的

審
級

(st
a
a
t
lic
h
e
In
s
t
a
n
t
)
も

総

じ

て
同

様

に
)
、

機
能

L

の
限

界

を
考
慮

し

つ

つ
自

己

の
活
動

領

域

に
お

い
て

ー

客

観

的

に
公

正

で
可

及

的

に
統

一
的

な
基

本

権

の
具
体

化

と

特
別

に
関
連

し

て

基
本

権

の
発

す

る
d
=
令

(g
r
u
n
d
r
e
c
h
t
lic
h
e
r
Im
p
e
r
a
t
iv
)

を

　
ロ

ギ

考

慮

に
入
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の

で
あ
る
。



付
説

(E
x
k
u
r
s
)

権

限

あ
る
国

家
機

関

の
決

定

(B
es
tim
m
u
n
g
)

に
か
ん

す

る
事
例

と

し

て

の

ス
イ

ス
基
本

権
判
決

(
Q
建

お
阜

re
c
h
tsp
r
ec
h
u
n
g
)

6
歴
史

わ
れ

わ

れ
は
、

今

日
、

ほ
と

ん
ど
自

明

の
も

の
と

し

て
、

基
本

権
判

決

は
裁
判
官

の
任

務

で
あ

る

と

い
う

こ
と

か
ら
出
発

し

て
い
る
。

し

か

し

な
が

ら
、

ス
イ

ス
憲

法
裁

判
権

の
歴

史

を

一
べ

つ
す

る

な
ら
、

そ

の

こ
と

は
け

っ
し

N
確

か

な

(z
w
in
g
e
n
d
)
も

の

で
な

い

こ
と

が

分

か

る
。

一
八
四

八

年
憲

法

の
下

で
は
、

つ
い
そ

の
少

し
前

に
終

っ
た
ば

か
り

の
分
離

同

盟
戦

争

の
結
果

と

し

て

で
あ

る

こ
と

は

い
う

ま

で

も
な

い
が

若

い
連
邦

国
家

を

い
か

に
統
合

す

る

か
が
、

喫

緊

の
課
題

と

し

て
呈

示

さ
れ

て
い

た
。
次

の
よ

う
な
、

最
高

に
重

要

で
、

か

つ
連
邦

国

家

の
存

続

に
と

っ
て
死
活

の
問

題

を
解

決

す

る

こ
と

が
求

め
ら

れ

て
い
た
。

つ
ま
り

、

と

り

わ
け
、

居
住

移
転

の
自
由

　
ロ

　

(
F
re
iz
iig
ig
k
e
it
)
を

定

め
、

ま
た
邦

の
保
護

主

義
的

な
措

置

を
排
除

す

る

こ
と
な

ど

に
よ

っ
て
統

一
的

経
済

領

域

を
創
出

す
る

こ
と

、
信

教

の
自
由

を
形

成

す
る

こ
と
、

と
く

に
保
守

的
勢

力

の
抵

抗

に
対
抗

し

て
プ

レ

ス
の
自

由
を

貫
く

こ
と
、

な

い
し
、

信
仰
上

ま
た
救

貧

法

h

　あ
　

の
障

害

に
対

し

て
婚

姻

の
自
由

を
実

現
す

る

こ
と
、

が

そ
れ

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
問
題

は
、

い
ず

れ

に
せ

よ
、

議
会

に
お

い
て
多
数

決

手
続

の
結

果
、

支

配
的
地

位

を
占

め

て
い
る
自

由
党

に
は
、

そ

の
利

益
を

貫
徹

す

る
た
め

に
は
、

同
党

が
立

法

だ
け

で
な
く

そ
れ

に
相

当
す

る
憲

　
　

ワ

法

訴
訟

(V
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
b
e
s
c
h
w
e
r
d
e
)

の
判
決

を

も
手

中

に
収

め

、
基

本

権
を

侵
害

し

た

と
さ

れ

る
事

件

の
判
断

を
連

邦
裁

判

所

に
委

ま
ノ

ね

る

こ
と
を

喜

ん

で
す

る
と

い

っ
た
内
容

の
も

の
で
あ

る
点

が
重
要

で
あ
る
と
思

わ
れ

た
。

当
時

、
支

配

的

で
あ

っ
た

の
は
、
基

本
権

が

、

一
般

的

に
裁

判
所

に
お

い
て
保
護

を
受

け
う

る

で
あ

ろ

う
水
準

よ
り

も
、

あ
ま

り

に
少

な
く

し
か

規
範

上

は
規

定

さ
れ

て

い
な

い
、

と

い
う

見
解

で
あ

っ
た
。

一
八

ヒ

四
年
憲
法

改

正

の
た
め

の
連
邦

参
事

会
報

告

の
中

で
は
、

そ
れ

は
次

の
よ

う

に
述

べ
ら

れ

て
い
る
。

157)
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「
従
前

の
や
り
方

の
政
治
的
な
長
所
は
、
連
邦
議

会
が
、
訴
願

の
判

決

(R
ek
u
re
n
ts
ch
e
id
u
n
g
)

に
お

い
て
、

連

邦
法

を
実
際
的

に
更
な

る

形
成
を
し
、
ま
た

そ
れ
を
自
由

な
魂

の
中

で
発
展
さ

せ
る
た

め
の
手
だ

て
を
手
中

に
収
め

て
い
た

こ
と

で
あ

る
。
事

実
、
連
邦
議
会

に
よ
り
、

こ

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

」

(涯

)

八

、
一.

(
911

)

(58J



八

四

(
09
'
r

-.
)

う
し
た
訴
願

の
判
決

の
形
式

で
、
法
律

が
そ
れ
を
な
し
う
る

で
あ
ろ
う
よ
り
も
、
ず

っ
と

よ
り
効
果
的

に
、
若
干

の
決
定

CB
e
sc
h
lu
ss
)
が
制

定
さ

れ

て
い
た
の

で
あ
る
。
と

は
い
え
、
誤
解
し

て
は
な
ら

な

い
の
は
、

こ
の
種
の
決
定

は
、
例
外

な
く
、
将
来

と
も
連
邦
裁
判

所

の
領
分
を
侵

犯
す

る

こ
と
の
な

い
分
野

で
用

い
ら
れ

る
も

の
だ
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
右

の
分
野
を
分
離

す
る
際

に
は
法
関
係

が
今
な
お
動
揺
し

て
い
る
よ
う
な

い
か
な

る
事
項
も
連
邦
裁
判
所

に
は
委

ね
ら
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
、
全
く
誰

に
も
了
解
さ

れ
る

こ
と
で
あ

る
。
と

い
う
の
は
、

裁
判
官

の
役
割

は
法

を

つ
く
る

こ
と

に
あ

る
の
で
は
な
く
、
裁
判
官

の
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
与

え
ら
れ
た
法
を
適
川
す

る

こ
と
だ
け
だ
か

ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
公
法

の
更
な

る
形
成
が
期
待
さ
れ
う

る
の
が
当
然

で
あ
る
よ
う
に
見

え
る
す

べ
て
の
分
野
を
白
分

の
手

に
残
し
て
お
く

こ

と
、

そ
し
て
、

そ
れ

に
よ

っ
て
、

い
か
な

る

一
般
的
利
益
を
も
提
供

し
な
い
よ
う
な
訴
訟

の
負
担
を
連
邦
議
会

に
負
わ
せ
る

こ
と
な
く
、
従
来

の

処
理

(E
in
i°ic
h
tu
n
gq
)

に
つ
い
て
の
政
治
的
優
位
性

を
救

う

こ
と
が
、
完
全

に
連

邦
議
会

の
手
中

に
置

か
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し

た
姿
勢

に
か

ん
し

て
決
定

的

な

の
は
、
今

口
大

き

く
な

り
過

ぎ
た
裁

判
官

の
行
動

の
姿

で
は
な

く
、

と

り
わ

け

て
、
法

の
更
な

る

形

成

を
自

ら
決
定

す

る
議

会

の
意

思

で
あ
る
。

一
八
七

四
年

以
降
、

議

会

は
、
議

会

が
徐

々

に
実

施
し

て
き
た
具

体
化

を

と
お

し

て
ト

分

に
し

っ
か
り

し
た

も

の

で
あ

る
と
見

な
し
た

と

こ
ろ

の

・
例

の
基

本
権

判

決

の
諸
領

域

を
、

一
つ
ひ
と

つ
連

邦

裁
判

所

に
委

ね

て
い

っ
た
。

取

引
お

よ
び

営
業

の
自

由

の
領

域

で
、
連

邦
参

事

会

は
、

そ

の
当

該
報

告

書

の
中

で
、
次

の
よ

う

に
述

べ

て
い
る
。

一177一

 

三

五

年

の

〔歴

史

を

も

つ
〕

ひ

と

つ

の
実

例

は

、

最

初

は

裁

判

官

に

い
か

な

る
確

実

な
甚

盤

も

与

え

て

は

い

な

い
よ

う

に
見

え

た
憲

法

諸

原

理

に
、

確

固

と

し

た

輪

郭

を

付

与

し

、

そ

れ

で
、

判

決

が
可

能

な

限

り
首

尾

一
貫

し

た

(k
o
n
s
eq
u
en
t
)
、

か

つ
矛

盾

の

な

i

(w
id
e
rs
p
r
u
ch
s
-

lo
s
)

も

の

と

し

て
更

な

る

発

展

を

す

る

こ
と

が

法

的

安

定

に

叶

う

も

の

と

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
た
。

裁

判

所

は

、

そ

う

し

た

法

律

L

の
事
件

に

c　4
た

ま

1J

(
a
b
a
n
d
z
u
)

だ

け
関

わ
り

合

わ
な

け

れ

ば

な

ら

ず
、

〔そ

れ

で

い

て
〕

自

己

の
主

要

な

利

益

を

他

の
領

域

に
設

け

て

い

る
よ

う

な

政



治
的
官
庁

よ
り
も
、
右

の
課
題
を
扱
う

の
に
よ
り
適
し

て
い
る

の
で
あ

る
。

付
説

す

る
な

ら
、
連

邦
裁

判

所

が
続

い

て
広

い
領
域

で
発
展

さ
せ

て
き

た
創

造
的

な
実

例
を

目

に
し

て
、
人

は
、

こ
う
し

た
裁

判
官

の
権

限

に

つ
い

て
の
=

断

(
B
e
u
r
te
ilu
n
g
)

を
、

誤

っ
た

も

の
と
見

る

か
も

し

れ
な

い
。

し
か

し
、

そ

れ

で
も
、

連
邦

裁

判
所

が

、

当
時
、

国

家

共

同
体

(G
e
m
e
in
w
e
s
e
n
)

を

設
定

し
安

固

に
す

る
、

き

わ

だ

っ
て
政
治

的

な
課

題
を

ス
イ

ス

に
託

す

べ
き

正

当
性

と
統

合
力

を
、

ま

こ
と

に
ほ

と
ん

ど
も

っ
て

い
な

か

っ
た
と

い
う
事
実

は
、

変
り

な

い

の
で
あ

る
。

右

の
よ

う
な
事

例

に
も

と

つ

い
て

一
般

化

し
た
形

で
結

論

づ
け

る

こ
と
が

で
き

る

の
は
、
基
本

権
実

現

の
部

分
的

課

題

の
秩
序

づ
け

に
際

し

て
は
具

体
的

な
歴
史

的

状
況

の
全

体
的

な
政

治
的

文
脈

を
考
慮

す

べ
き

で
あ
る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
す

な

わ
ち

、
基

本
権

判
決

に
た

ず
さ

わ

る
組

織

は
、

自

己

の
決

定

を
首

尾

一
貫

し
う

る
、

か

つ
貫

徹

し

う
る

も

の
と

す
る

と

こ
ろ

の
、

国
家

全
Q
-

(S
t
a
a
t
s
g
a
n
ze
n
)

S

領
域

に
お

け

る
例

の
正
当

性

と
自

治
と

を
具

え

て
い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

W

.
基

本

権

に

も

と

つ

く

給

付

,,ate

権

(L
e
is
t
u
n
g
s
a
n
s
p
ru
c
h
)

社
会
的
基
本
権

591
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1

.
問

題

国
家

に
、

効

果
的

な
基

本

権
執

行

(G
i°u
n
d
r
e
ch
ts
a
u
s
iib
u
n
g
)

の
実

質

的

な
前
提

の
設

定

を
、

義
務

づ

け

る
か

否

か
、

ま
た

い
か

な

る
範
囲

で
義

務

づ
け

る

の
か
、

そ
れ

が
問
題

で
あ

る
。

す
な

わ
ち
、

意

見

の
自
由

は
、

す

べ
て

の
人

が
何

よ
り

も

公

の
論

議

に
参
加

す

る
こ

と

が

で
き

る
よ

う
な
、

そ

う
し

た
稚
度

に
ま

で
到
達

し

て

い
る

こ
と
を

要
求

す

る
も

の
な

の
か
?

ま
た

、
す

べ

て
の
基

本
権

保
障

は
、

す

べ
て
の
人

の
実
質

的

な
生

き
残

り

(U
b
e
r
le
b
e
n
)

の
確
保

を

前
提

し

た
も

の

で
は
な

い

の
か
?

そ

し

て
さ

ら

に
、

い
か

な
る
範

囲

で
塘

ヨ
ル

ク

・
パ
ウ

ル

:

こ

ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(κ

)

八

五

(
121
)



本

権

か

ら
給

付
請

求

権
を

抽
き
出

す

こ
と
が

で
き

る

の
か
と

い
う
問

題
も

、

2

.
連

邦
裁

判
所

の
判

例

八
六

全

く

一
般
的

に
提

立
さ

れ

る
の

で
あ
る
。

(
221
)

の

連
邦

裁
判

所

は
、
市

民

の

・
国
家

の
給

付

へ
の
請

求
権

を
根

拠

づ
け

る

こ
と
な

く
、
基

本
権

が
専

ら
巨
大

な

国
家

の
侵

害

に
向

け

ら

れ
た

も

の

で
あ

る

こ
と
を
、

判
例

の
個

々

の
分

野

に
お

い

て
常

に
強

調

し

て
き

た
。

そ
れ

で
、

連

邦
裁

判
所

は
、

取

引
お

よ

び
営
業

の
自
由

か

ら
高

等

教
育
機

関

(
H
o
c
h
s
ch
u
l)

に
お
け

る
修
学

を
許

さ

れ

る

こ
と

へ
の
請

求

権

を
抽

き
出

し
た

り
、

あ

る

い
は

(不

文

の
)
教

育

へ
の
権

利

を
認

め
た
り

す

る

こ
と
を
拒

否

し

て
き

た
。
情

報

の
自

由

の
分

野

に
お

い

て
、

積
極

的

な
官

庁
情
報

〔
の
公
開

〕

を
求

め

る
権

利

(〉
房

鷲

⊆
筈

)
を

認

め
る

こ
と

も
、

同

じ
く

ほ
と

ん
ど

な
さ

れ

て

い
な

い
の

で
あ

る
。

そ
し

て
、

最
新

の

一
判

決

に
お

い
て
、
再

度
、

次

の

こ
と
が
維

持
さ

れ

て

い
る
。

す
な

わ
ち
、

そ

れ
は
、

X60i
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「
い
か
な
る
財
産

所
有
者
も
、

生
存
保
障

と
し
て

の
、
そ
し

て
市
民

を
そ
の
権
利
領
域

に
お

い
て
国
家

の
侵
害
か

ら
保
護

す
る
と

こ
ろ

の
自
由

権
と
し

て
の
財
産
権
保
障

に
も

と
つ

い
て
、
国
家

の
給
付
を
請
求
す

る
権
利

を
抽

き
出
す

こ
と
は

で
き
ず
、
と
り
わ
け
、
建
設

の
自

由

の
遂
行

の

た
め

の
前
提
を
な
す
と

こ
ろ
の
、
公

の
営
造
物

に
よ
る
開
発
指
導
と

サ
ー
ビ

ス
を
請

求
す
る
権

利
を
抽

き
出

す
こ
と

は
で
き
な
い
。
」

3

.
連

邦
裁

判
所
判

例

の
分

析

連

邦
裁

判
所

判

例

に

つ

い
て

の

一
つ
の
分
析

は
、

侵
害

と
給

付

の

1分

法

CD
ic
h
o
to
m
ie
)

S
持

続
的

な

形

を
相

対
化

す

る

と

こ
ろ

の

洗

練
さ

れ
た
像

を
仲

介
し

て
い
る
。
裁

判

所

は
、
最
近

の
判
決

の
中

で
、
合

法
性

の
原
則

の
問
題

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
詳
述

し

て
い
る
。



「
侵
害
お
よ
び
給
付
は
、
日
々
の
生

活
の
全

ゆ
る
分
野

に
公
権
力

の
侵
犯

(I
n
t
e
rv
e
n
tio
n
)
が
ど
う
し

て
も
生
ず

る
の
だ
と
い

っ
た

"侵
害

"

(
E
in
g
r
iff)

6
概
念
を
用

い
れ
ば

用

い
る
ほ

ど
、

適
切
な
区

分
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
は
ま
す
ま
す
提
示

し
え
な

い
と

い
う
、

そ
の
よ
う
な
相
関

関

係

の
中

に
置
か

れ
て
い
る
も

の
で
あ

る
。
結
局
、

給
付
を
提
供
す

る
行
政

の
措
置

は
、
事
実
上

の
権

利
請
求

と
憲

法
中
に
保
障

さ
れ
た
基
本

権

の

自
由
な
発
展

の
た
め

の
前
提
条
件
を
、
時
間
を
長
く
か
け
れ
ば

か
け

る
ほ
ど
よ
り
多
く
、
形
成
す

る
の
で
あ
る
。
」

(61

個

々

の
基
本

権

に

つ
い

て
の
判
例
も

ま

た
、

区

々

の
形

姿

を
呈

し

て
い
る
。

と
り

わ
け
、

以

下

に
掲

げ

る
給

付
請
求

権
な

い
し
給

付

類

似

　
お

　

 の

も

の

へ

の
請

求

権

(le
is
t
u
n
g
s
a
h
n
lic
h
e
r
A
n
s
p
r
u
c
h
)

に

か

ん

す

る

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

、

確

認

さ

れ

た

も

の

で
あ

る

。

の

警
察
の
保
護
義
務

警

察
的

処

務

(
H
a
n
d
e
ln
)

は
、

公
的

秩
序

の
保
護

に
仕
え

て

い
る
が
、

ま

た

こ
の
公
的

秩
序

は
、

基
本

権

に
よ

っ
て
も

構
成

さ

れ

て

い

る
。

そ

れ
ゆ

え
、
警

察

は
、
基

本
権

の
保
護

の
た

め

に
も
活
動

す

べ
き
も

の
で
あ
り
、

そ
れ

は
、

た

だ
若
干

の
、

あ

る

い
は
個

々

の
基

本

権

だ

け
が

基
本

権

の
地

位

(
Ω
門
§

曾

①
。
耳

呂
o
ω
幽江
o
昌
゜
生
命

へ
の
権

利
、

人
格

の
自

由

、
意

見

の
自

由

)

に
相
当

し

て
い
る

よ
う

な
場

合

で

ぴ
　

さ

え
も

そ

う
な

の

で
あ

る
。
連

邦

裁
判
所

は
、
国

家

が
宗

教
的

な

い
し
政

治
的
催

し

(
V
e
r
a
n
s
t
a
lt
u
n
g
)

の
妨

害
者

に
対

し

て
信
仰

お

よ

び
良

心

の
自

由

な

い
し

結
社

お
よ

び
集
会

の
自

由

の
保
障

の
た
め

に
断
固

と
し

て
立

ち
向

わ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
、

と

い
う

こ
と
を
要

求

す

み
ニ
　
マ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
右

に
述

べ
た

よ
う
な

基
本

権

の
た

め

の
国
家

の
保
護

義
務

を
強

調
し

て
い
る
。
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八

八

(
421

)

励

公
的
根
拠
の
援
用

公
的

根
拠

(o
ffe
n
tlich
e
r
G
r
u
n
d
)

に
も

と
つ

い

て
私
的

な
請

求

を
す

る

こ
と
は
、

連
邦

裁
判

所
判

決

の
中

で
特

別

の
位
置

を
占

め

て

い
る
。
連

邦
裁

判

所

は
、

連
邦

憲
法

四
条

か

ら
だ
け

で
な
く
、

そ

の
行
使

が
問

題
と

な

る
と

こ
ろ

の
自

由
権

の
理

念
的

内

容
か

ら
も
生

じ

る

よ

う
な
公

的
根

拠

の
充

足

へ
の

「
制

約
さ

れ
た

要
求

」

(
((b
e
d
in
g
te
n
A
n
s
p
r
u
ch
》

)

と

の
関

係

に

つ
い

て
述

べ
て

い
る
。

そ

こ
か

ら
結

果

と

し

て
生

ず

る
も

の
は

、

む

し

ろ

、

状

況

次
第

で

は

も

っ
と

も
或

る
特

定

の
も

の

で

は

な
く

、

い
ず

れ

に
せ

よ

目
的

に
適

し

　
れ

　

た

催

し

の
施
行

を

す

る
た
め

の
公
共

の
場

所

(
た
と

え

ば
、
道

路

の
舞
台

〔oQ
け
舜
ω
s
e
n
t
h
e
a
t
e
r
)
)

6̀
提
供

へ
の
請

求
権

で
あ

る
。

の

給
付
の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

国
家

の
裁

判

権

に
よ

る
保

障

へ
の
憲

法

上

の
請
求

権

(v
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
r
e
ch
tlic
h
e
r
A
n
s
p
r
u
c
h
)

は
、

全

く

一
般
的

に
、
国

家

の
給

付

を

要
求

す

る
も

の

で
あ

る
。

こ
の
給

付
的

性
格

は
、

基
本

権

上

の
、

つ
ま
り
平

等
処

遇

の
準

則
か

ら
派
生

す

る
と

こ
ろ

の
、
無

償

の
訴
訟

遂
行

へ
の
権
利

に
か

ん
し

て

と

り
わ

け
現

わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
が
、

そ
れ

は
、

制
度

は
、

法

に
従

う
者

(R
e
c
h
t
s
u
n
te
r
w
o
r
fe
n
)

の
裁

判
官

の
前

で
の
機

会

の
平
等

に
仕
え

る

こ
と
を
意

味

す
る
。

国
家

に
よ

る
権
利

保
護

を
求

め

る
基

本
権

に
も
と

つ
く
請

求

権

は
、
時

折
、

現
存

の
制
度

の
拡

張

を
要

求
す

る

こ
と

に
も
な

る
。
す

な
わ

ち
、
次

の
ご
と

く

で
あ

る
。

(62a
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「
国
家

に
よ
る
権
利
保
護
を
求
め

る
す

べ
て
の
市

民

の
権
利

を
保
障
す

る
こ
と

は
、
法

治
国
家

の
役
割

で
あ
る
。

市
民

の
右

の
権
利
保
障
が
裁



判

官
庁

の
負
担

過
重

や
個

人
的
な
寄
与
不
足

(
U
n
te
r
d
o
tie
r
u
n
g
)

に
よ

っ
て
侵
害
さ
れ

た
と

き
に
は
、
司
法

の
保
障

を
回
復
す
る
た
め

に
必

要

か

つ
有
益
な
措
置
を
執

る
こ
と
が
、
法
治
国
家

の
課
題

で
あ
る
。
職
務

の

〔過
重
〕
負
担

と
人
員
不
足

は
、
憲
法

を
侵
犯

す
る
こ
と
を
正
当
化

し
う
る
も

の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
」

の

平
等
処
遇
の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

客
観

的

に

は
、
支

持

さ
れ

え
な

い
理
由

で
特
定

の
国
家

の
施

設

を
利

用
す

る

こ
と
か

ら
除

外

さ
れ

て
い
る
人

は
、

そ

の
平

等
処
遇

の
請
求

権
を

侵
害

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り
、

利

用
希
望

者

は
、

制
度

の
受
容

量

か
ら

み

て
可
能

で
あ

る

限

り
、

〔利

用

が
〕
許

可
さ

れ

ニ
ぎ

る

べ
き

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ
え

に
ま

た
、
国

家

の
営
造
物

を

権
利

の
上

で
不

平
等

で
か

つ
恣
意

的

な
仕
方

で
利

用
さ

せ

な

い
こ
と

の
禁

止

の
中

に

は
、

一
定

の
給

付

の
要
素

が
存
在

し

て

い
る
の

で
あ

る
。

f63i
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こ
の
よ
う
な
考
え
方

は
、
た
と
え
ば
、
「
警
戒

J

(《
V
ig
ila
n
ce
))
)
事
件

に
お

け
る
判
決

の
根

底

に
あ
る
。

す
な

わ
ち
、
連
邦
裁
判
所
は
、

テ

レ
ビ
放
送

に
参
人
す

る
こ
と

に

つ
い
て
の
政
党

の
請
求
権

を
、
連
邦
憲
法

四
条
か

ら
出

る
機
会
均
等
の
準
則

に
も
と

つ
く
選
択

の
前
面

に
お
い
て
、

間
接
的

に
承
認
し
た

の
で
あ
る
。

連

邦
憲

法

か

ら
さ

ら

に
生

じ

る

の
は
、

公
法

上

の
任

用
関
係

の
領
域

に
お

け
る
同

一
労
働

に

つ
い

て
の
男
女

同

一
賃
金

へ
の
請
求

権

で
あ

る
。

連
邦

裁

判
所

は
、

こ
の
よ

う
な
請
求

権
を

、

そ
れ
を

実
現

す

る

こ
と
が
邦

に
、

と
り

わ
け
財

政
的

性
格

の
困

難

を
課

す
る

こ
と

に
な
る

　ぶ
　

よ

う
な
場

合

で
さ

え
、

妥
当

す

る
も

の
で
あ

る

こ
と
を
明

ら

か

に
し

て

い
る
。

そ
れ

で
、
基

本

権

の
実

現

は
、

事

情

に
よ

っ
て
は
、

目
ド

の

国
家

の
請

求

権

の
拡
±G

(A
u
s
w
e
it
u
n
g
)
を

も
要
求

す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。

ヨ
ル
ク

・
パ
ウ
ル

:
・・
ユ
ラ
ー

『
ス
イ

ス
基
本
権
原
論
』

(
冗
)

八
九

(
伽
)



九

〇

(
621

)

の

拘
留

法

(H
a
f
t
r
ec
h
t
)

に
お

け
る
給
付

(64J

連
邦

裁
判

所

は
、
或

る

示
唆

に
富

む
判
決

の
中

で
、

最
近

の
数
年

に
お

い

て
、

監
獄

行
政

に
よ

る
給
付

へ
の
請

求

権
を

、

人

格

の
自
由

か

　
の

　

ら
抽

き
出

し

て
お
り
、

ま

た
、

こ
の
人
格

の
自
由

か

ら
、

文

句

の

つ
け

よ
う

の
な

い
医
師

の
世
話

を
求

め
る
権

利
、

な

い

し
個

人
が
望

ん

で

い
る
本

が
提

供
さ

れ

る

こ
と
を
求

め

る
権

利
を
承

認
し

た
。

ま
た
、

連
邦

裁

判
所

は
、
在

監
者

に
、

最
初

の

一
週

間

の
拘

禁

の

の
ち

は
毎

日

少

な
く

と
も

三
〇

分

は
散
歩

す

る

こ
と

の

で
き

る
権
利

を
、
広

範

に
保
障

し

た
。

裁
判
所

は
、

一
九

七

三
年

に
は
ま

だ
、

こ
う

し
た
要

求
を

　
　

ロ

 
真

面
目

に
扱

う

べ
き
か

に

つ
い
て
た

め
ら

っ
て
い
た

の
だ
が
、

一
九

七
六

年

に
な

る
と
、

こ
う
し

た
基
礎

的
な

権
利

は
起

り

う

る
個
人

的
困

難

に
よ

っ
て
破
綻

し

て
し
ま

う

こ
と

は
な

い
旨
確

言

し
、

そ

し

て
、

補

助
的

な
監

視

-G

(
z
u
s
a
tz
lich
e
s
B
e
w
a
c
h
u
n
g
s
p
e
r
s
o
n
a
l)

を
必

要

と
す

る

の
な

ら
そ
れ

は
補

充
さ

れ

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
旨
求

め

た

の
で
あ

る
。

4
.
司
法

判
断
適

合

性

〔判
定

〕

の
決
定

的
基

準
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の

今
右

に
述

べ
た

、
連

邦
裁
判

所

が
認

め
た
基
本
権

に
も

と

つ
く
給
付

請
求

権

の
諸

々
に
共
通

す
る

"分
母

"
を

探

ろ
う

と
す

る
と
き
、

次

の

こ
と

が
注

目
さ

れ

る
。

す
な

わ
ち

、
裁
判

所

は
、
基

本
権

に
も

と

つ
く
給

付
請

求
権

に

つ
い
て
、

そ
れ
が
規

範

的

に
十

分
特

定
さ

れ

て

お
り
、

し

か
も
裁

判
官

に
よ

っ
て
適

用

さ
れ

か

つ
執

行
さ

れ
う

る
場

合

に
は
、

そ

れ
を
認

め

て

い
る
。

右

の
請
求

権

に

つ
い

て
は
、

そ
の
う

ち

の
あ

る
も

の
は
、
法

的

お

よ
び
社

会
的

現
実

の
中

で
既

に
比
較

的

強
く

固

ま

っ
て

い
る

(
た
と

え
ば
、

同

一
賃

金

へ
の
権

利
)

が
、

ま
た

他

の
も

の
は
、

極

め

て
高

く
評

価
さ

れ

た
基
本
権

の
地
位

を
主

張
す

る

に
か
ん

し

て
絶

対

に
不
可
欠

な
も

の

(た

と
え

ば
、

防
衛

へ
の
権

利
)

で
あ

る
か
、

あ

る

い
は
、
財

政

的

・
組
織

的
影

響

に
お

い
て

は
比

較
的

制

限
さ

れ

て

い
る
も

の

(た

と
え

ば
、
在

監
者

の
身

体
的

活
動

へ
の

権

利
)

で
あ
る

か

で
あ
る
。

こ
れ

に
反

し

て
、

他

の
事

例

に
お

い

て
は
、
給

付

の
構
成

要

素

は
、
永

い
伝
統

の
中

で
確
固

と

し
た

そ

の
と

な

(65)



り

(基
本

権

保
護

の
た
め

の
警
察

の
活
動

生

成

な
ど

)
、

あ

る

い
は
、

現
存

の
受

容

力

の
範

囲

に
お
け

る

す

べ
て

の
人

の
法

的
平

等

の
処

遇

に
か
ん

し

て
は
制

限
さ

れ

て
い
る
。

そ
れ

ゆ
え

、
基

本
権

か

ら
流

出

す
る
給

付
請

求

権

の
憲
法

L

の
承
認

と
実
施

に
と

っ
て
の
決
定

的

な

メ
ル
ク

マ
ー
ル

と
し

て
結

晶
し

て
い

る
も

の
は
、

当
該

権

利
位

置

の
司
法

判
断

適
合

性

(J
u
s
tiz
ia
b
ilita
t
)

で
あ

る
。

給

付
請

求

権

は
、
裁

判
所

の
手

続

に
お

い

て
、

ま

た

そ

へ
　

り

の
手
段

に
よ

っ
て
、
具

体
化

さ
れ

得
、

ま

た
実
施

さ

れ
得

る
も

の

で
な
け
れ

ば
な

ら

な

い
。

司
法
利
断
適
合
性

に

つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
諸
原
則

に
照
ら
す
な
ら
、
高
等
教
育
機
関

へ
の
入
学

に
か
ん
す
る
連

邦
裁
判
所
判
決

は
、
首
尾

一

貫

し
た
も

の
の
よ
う
に
み
え
る
。
連
邦
裁

判
所
は
、
時
と
し

て
費
用

の
か
さ
む
収
容
力
増
加

を
す
る
こ
と
な
し
に
は
充
足

さ
れ
な

い
よ
う
な
大
学

へ
の
入
学

に

つ
い
て
、

こ
れ
を
無
条

件

の
主
観
的
権
利
と
し

て
認
め

る
こ
と
を
拒
否
し

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
邦

裁
判
所

は
、

臨
時

の
定
員
数

あ

を
法
律
制
定

の
手

続

で
定

め
る

べ
き

こ
と
を
求
め
た
。

そ
れ

で
、
連
邦
裁
判
所

は
、

こ
の
問

題
を
、

民
主
的
な
政
治
過
程
に
よ
る
解
決

に
委

ね
た

　
び

マ

の
で
あ
る
。

論
理

に
お

い
て
は
全
く
異
な

っ
た
考
察
方
法
を
用

い
て
で
は
あ

る
が
、
ド

イ
ツ
の
連
邦
憲

法
裁
判

所
も
、
同
様

の
結
論

に
到
達
し

て
い
る
。

つ

ま
り
、
ド
イ

ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
現
状

の
受
容
能
力
内

に
は
必
ず
し
も
収

ま
り
切
ら
な

い

・
国

の
施
設

へ
の
参
加

で
あ

っ
て
も
、

そ

の
参

ゆ

加

の
権
利

を
職
業
選
択

の
白
由

か
ら
派
生

す
る
も

の
と
解

す
る
と

こ
ろ
か

ら
出

発
し

て
い
る
。

た
だ
、

憲
法
上

の
権

利
と
し

て
の
請

求
権

は
、

「
個
人
が
社
会

に
か
ん
し

て
理
性
的
方
法

で
要
求

す
る

こ
と
の
で
き
る
事
柄
」
、

つ
ま
り
、
他
方

で
は
、
と
り
わ
け
立
法
者

に
よ

っ
て
、

あ
ら
ゆ

る

　

　

社
会
的
課
題
を
充
足
す
る

こ
と

に
つ
い
て
の
自
己

の
責
任

の
分
野
に
お
い
て
確
定
さ

れ
る

べ
き
事

柄
を
留
保

し
て
、
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

i70‐

 

ゆ

こ
の
よ
う
な
憲
法
裁
判
官
の

〔判
断
〕
可
能
性
と
限
界
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
開
か
れ
た
祉
会
国
家
的
要
請

(た
と
え
ば
、

主
観
的
で

・
直
接
裁
判
所
に
訴
求
す
る
こ
と
が
可
能
な
請
求
権
の
形
式
に
お
け
る
労
働
な
い
し
は
住
居

へ
の
権
利
が
そ
れ
で
あ
る
)
の
憲
法

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原
論

』

(五

)

九

一

(
79
畠
._-.
)
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九

二

(
09
】
1

)

的
確

認

に
対

す

る

主
要

な
異

議

を
提
出

す

る

こ
と

に
な
る
。

憲

法
裁

判
官

は
、

そ

の
よ
う

な

"憲

法
約

束
"

(V
e
r
fa
s
s
u
n
g
v
e
r
s
p
r
e
c
h
)

を
果

た
す
立

場

に
あ
る
も

の

で
は
な

い
の
で
あ

っ
て
、

一
体

、
憲
法
裁

判
官

は
、
他

の
当
該

問

題

に

つ
い
て
権

限

の
あ

る
国
家

諸
機
関

に
よ

っ

て
、

ま

た
他

の
手
続

で
扱
わ

れ
る

の
が
妥

当
な

、

わ
れ

わ
れ

の
経
済

・
社
会

・
労
働

の
権
利

に

つ
い

て
の
原

則
的

決
定

を
下

さ

な
け
れ

ば

な

ら

な

い

と

い

っ
た

こ
と

が

あ

り

え

よ

う

か

。

労

働

な

い

し

住

居

を

求

め

る
請

求

権

は

、

こ

う

し

た

日

的

の

ハ
ン

デ

ィ

キ

ャ

ッ
プ

(
Z
ie
lv
o
r
g
a
b
e
)

に
向

け

て
の
多
面

的

な
安
全

措
置

と
、

全
体

的

な
国

の
政
策

の
定
立

を

要
請

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

国

家
目

的

の
決

定

と

(
拘
束

的

な
)
法

律

制
定

の
委
託

(Ω
Φ
。゚
Φ
訂
碧

げ
⊆
ロ
σq
°。
き

即
遷

σq
)

は
、
憲

法

レ

ベ
ル

に
お

い
て
社
会

国
家

的

要
請

を
錨

着

kU
せ

(v
e
r
a
n
k
e
r
n
)
、

ま

た

こ

の
要

請

に
規

範
的

効

力

を
付
与

す

る

た
め

の
適

切

な
手

段

で
あ

る
。

こ
う
し

た
観

点

は
、

ド

イ

ツ

に
お

い
て
も
、

ス
イ

ス
に
お

け
る
と

同
様
、

今

日

の
支

配

的
学

説
と

な

っ
て
い
る
。

の

現

行
連

邦
憲

法

は
、

ほ
ん

の
僅

か

な
、

む
し

ろ
歴

史
的

な
意

義
を
有

す

る

・
基

本
権

の
給

付
請

求
権

、

つ
ま

り

い
わ
ゆ

る

「
小

さ
な

社

d
?　
権
J

C
((K
le
in
e
S
o
zia
lr
e
c
h
te
)))

を
知

っ
て

い
る
。

そ

の
際

に
問

題

に
な

る

の
は
、

無

償

で
充

分
な

、

か

つ
宗

派

的

に
中
立

的

な
初

等

学
校

教

育

へ
の
請

求
権

(連

邦
憲

法

二
七
条

二
項

)

こ
れ

は
教
育

(Ud
ま

⊆
づ
鵬
)

へ
の
権

利

の
部

分
観

点

(↓
⑩
帥一p
呂

Φ
ζ
)

だ

と

い

え
る

が

で
あ
り

、

ま
た
作

法

に
適

っ
た
葬

儀

(
S
ch
ic
k
=
c
h
e
s
B
e
gq
鼠
げ
n
is
)

へ
の
権

利

(連
邦

憲
法

五

三
条

一
.項
)

で
あ

り
、

そ
し

て
無
償

の
装

備

を
求

め

る
兵

上

の
請
求

権

(
連
邦

憲
法

一
八
条

三
項

)

で
あ
る
。

注
日

す

べ
き

価
値

が
あ

る

の
は
、
右

の
項

目

に
か
ん

す

る

　
り

　

憲

法
訴

願

の
取
扱

い
が
連
邦

裁
判

所

に

で
は
な
く

連
邦

参
事

会
、

つ
ま
り

一
つ
の
政
治

的
官

庁

に
託

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

政

治
的

審

級

(
In
s
t
a
n
z
e
n
°
〔連

邦
参

事
会

お

よ

び
連
邦

議

会
〕
)

に
係

属

す
る

も

の
は
、

連
邦

裁

判

所

に
属

さ
な

い
処

分

に

つ
い
て

の
、

と
り

わ

け
財

政

的
性

質

の
も

の

の
執

行
手

続

で
あ

る
。

169一

原
47

註
そ
れ
z

連
邦
の
映
画
助
成
政
策
お
よ
び
そ
の

他
の
文
化
政
策
の

具体

化
に
つ
い
て
1夷

助
成
金

爾

客

の
調
整
に

敵

ま
た
同
時
1モ

芸



術

の
白

由
領

域

に
も

、

そ

の
基

準
と

手
続

の
決

定

に
相
当

影
響

を

及

ぽ
す

こ
と

の
で
き

る
連

邦
参
肇

会

お
よ

び
行

政

が
、
八
,
日
で

は
、

広

い
範
囲

に
お

い

て
、

権
限

を
有

し

て

い
る

の

で
あ
る
。

例

を
.小
す

な

ら
、

「
一
九

...。..年
九

月

一
八

日

の
応

川

技
術

の
促

進

お

よ
び

向
」

に
か
ん

す
る
命

　
=
J

(S
R

4
4
2
°
圏

)
を
挙

げ

る

こ
と
が

で
き

る
が
、

そ
れ

は
、
若

r

の
奨

学
生

へ
の
連
邦

資
金

の
集

中

を
実
現

す

る

た
め

に
改

正
さ

れ

て
い
る
。

次

の
も

の
も
参

照
、

連
邦

の
芸

術
育

成

に
か

ん
す

る
命
令

、
oQ
閑

愈

ド

=
'

経
済

政

策

の
分

野

に
お

い
て
も

、
連
邦

参
嚇

会
命

令

が
、

ム
,
11
、
取

引

・
営
業

の
白

由

の
範
囲

と
限

界
を

か

な
り
広

範

に
定

め

て
お
り

、

そ

こ

で

は
、
経

済

肱

法

は
、

し
ば

し
ば

、

た

ん

に
痕
跡

を
と

ど

め

る
だ

け

の

(r
u
d
im
en
ta
r
)
指

導
的

基
準

を
含

む

も

の
で
あ

る

に
す

ぎ
な

い
。
包

括
的

に
論

じ

た
も

の
と
し

N
'

F
R
IT
Z
G
ピ
c出
,
Z
B
J
V

19
80
,
5
.
17
2
ff,
お
よ

び
、

d
er
se
lb
e
,
W

ir
tsc
h
a
fts
v
er
fa
ss
u
n
g
sr
ec
h
t
,
B
e
r
n
1
9Q。
ド

S
.
14
8
ff;
t　
;;
　
　　

'

G
ER
O
LD

S
T
E
IN
VI:　N
K
,
U
n
b
e
stim
m
te
v
er
w
a
ltu
n
g
sr
ec
h
tlich
e
N
o
r
m
e
n
a
u
s
d
e
r
S
ich
t
v
o
n
V
o
llzu
g
a
n
d

R
e
c
h
t
s
s
e
t
z
u
n
g

I

E
in
e

U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g

a
n
h
a
n
d
a
u
s
gq
e
w
似
h
l
t
e
r
E
r
la
s
s
e
,
D
is
s
°
B
e
r
n

1
9
°。
一

(
こ

の

文

献

は

、

直

後

に

.小
す

)
。

(48

)

連
邦

参
事

会

は
、
裁

量

分
野

に
お

い
て
基
本

権
を

尊
重

す

る

こ
と

に

つ
い

て
の
白
己

の
義

務
を

白
覚

し

N

い
Ka
°
V
g
l.
z
°じu
.
V
P
B

19
78
,
N
r
.

鱒
ρ

oQ
。
°。
°。
一
映

画

助
成

の
領

域

に
お

い
て
は
出

費

(B
e
itr
a
g
)

を
求

め

る

い
か

な

る
請
求

権

を
存
在

し

な

い
と

い

う

こ
と

は
、

「
し
か

し
、

行
政

は
完
全

に
自

山

で
、

随
意

に
決
定

す

る

こ
と
が

で
き

る
と

い
う

こ
と
を
意

味
す

る

も

の
で
は

な

い
。

む

し
ろ
、

行
政

は
、
普

遍

的

に
承
認
さ

れ
た

公

法
原

則
、

と

り
わ

け

こ
の
場

合

に
は
法

的
平
等

取
扱

い
の
Q　
E
=

(G
e
b
o
t
)
を
遵

守

し
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の

で
あ

る
。
」

(
49
)

.行
政

手

続

に
か

ん
す

る
連
邦

法
律

ヒ
、..条

一
項

。

(
50
)

基

本

権

侵

害

を
理

由

と

す

る

"監

督

訴
願

"

(〉
⊆
h°。凶筈

冨
9

ωo
ゴ
≦
霞
α
①
)
の
意
味

に

つ
い
て

は
、

見

よ
、

「
幻
>
z
N
-×
〉
く
勇

ζ
【.爵

Hζ

O
器

P
etitio
n
sr
ec
h
t
ist
g
ew
a
h
i-le
is
tet
,
D
is
s.
B
er
n

19
8
1
,
S
.
10
6
ff°

(
51
)

見

よ
、

前
出

の

ω
』

一h津

(
52
)

も
う

一
つ
の
他

の
問

題

は
、
規

範
統

制

の
権
限

の
問

題
、

つ
ま
り

そ
れ
が

、
連

邦
裁

判
所

と
並

ん

で
、

な

い
し

連

邦
裁

判
所

の
前

に
、

若
r

の

邦

の
憲
法

裁
判
所

に
よ

っ
て
い
か

に
行
使
さ

れ

て
い
る
か

、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
参

照
、

そ
れ

に
か

ん
し

て
は
、

H
n
=
罫

a
.
a
.
O
.
(A
n
m
.
5
)°

参

照
、

全

体

に

つ
い

て
は
、
ま

た
、

前
出

の
...尻
1

...六
頁

、

お

よ
び
、
後

出

の
六
ヒ

頁

以
ド
も

。

(53

)

こ
の

こ
と

は
、

た
と

え
ば

、

一
八

。...
.年

一
.
、月

↓
π

11

の

ス
イ

ス
連
邦

文
=

(B
u
n
d
es
u
r
k
u
n
d
e
)
草

案

の
起

草
者

で
あ

る

℃
°
R
o
ss
　
6

意

見
表

明

の
中

に
次

の
よ

う
に
明

示
さ

れ

て

い
る
。

「根

本

に
お

い
て

は
、

わ
が

国

の
富

の
源
泉

が
若

r

の
大
き

な
仕

事

場

で
獲
得

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る

の
か

、

そ
れ

と

も

こ

こ
の
小
さ

な

仕
事

場

で

そ
う

さ
れ

る

べ
き

で
あ

る
の

か
を
知

る

こ
と

が
問

題

な

の

で
あ

る
。
」

(
次

の
も

の
を

引
用
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D
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d
e
s
S
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,
K
a
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g
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F
r
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o
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r
g
,

1
9
7
4
,
S
°
心
ω
.)

(
54
)

掲

挙

し
た

分

野

に
お

け

る
連

邦
参

事
会

と

連
邦

議
会

の
裁
定

(R
e
ch
tsp
r
ec
h
u
n
g
)

は
、

次

の
文

献

に
見

ら
れ

る
。

f

カ
'
国
.
U
L
L
ζ
E
R
,

S
t
a
a
t
s
r
e
c
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t
l
ic
h
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r
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S
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h
w
e
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r
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h
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d
e
n

a
u
s
d
e
n

J
a
h
r
e
n

1
8
4
8
-
1
8
6
3
,
I

4
7
ff
,
II

4
5
f
f
,
Z
u
r
ic
h

1
8
6
6
;
L
.

R
.
v
o
n

S
A
L
IS
,
S
c
h
w
e
i
z
e
r
is
c
h
e
s

B
u
n
d
e
s
s
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
,
2
.
A

u
f
l
.,
B
e
r
n

1
9
0
3
,

II
S
.
3
5
6
f
f
;
W

.
B
L'R
C
K
IL
A
R
D
T
,
S
c
h
w
e
iz
e
r
is
c
h
e
s

B
u
n
d
e
s
r
e
c
h
t
,
F
r
a
u
e
n
fe
ld

1
9
3
0
,
II
S
.
3
f
f
;
こ

れ

に

か

ん

し

て

よ

り

一
般

的

に

論

じ

た

も

の

と

し

て

、

F
.
H
[s
,
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
d
e
s
n
e
u
e
r
e
n

S
c
h
w
e
iz
e
r
is
c
h
e
n

S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
s
,
B
a
s
e
l
1
9
4
8
,
II
I
S
.
5
3
3
f
f
.

(
　

)

A
N
D
R
E
A
S
A
L
E
R
,
CC
..
..
le
T
r
i
b
u
n
a
l
f
e
d
e
r
a
l
a
p
p
l
iq
u
e
r
a

le
s
lo
i
s
v
o
t
e
e
s
p
a
r
I
'A
s
s
e
m
b
le
e
f
e
d
e
r
a
le
....))
:
r
e
f
le
x
io
n
s
s
u
r
f
a
r
t
°

1
1
3

a
l.
3
C
s
t
.,
Z
S
R

1
9
8
0

I
,
S
.
1
0
7
f
f
,
1
1
0
f
が

、

政

治

的

背

景

を

照

ら

し

出

し

て

い
る

。

(
56

)

一
八

四

八

年

と

一
八

七

四

年

の
間

に
、

議

会

が

連

邦

裁

判

所

に
付

託

し

た

の

は

、

一
件

の

み

N

あ

っ
;;
°

D
u
p
r
e
,
Z
S
R

2

(
1
8
5
3
)
,
S
.
4
1
f
f

の

意

味

に

お

け

る

一
八

丘

二

年

七

月

一.
一
日

の

連

邦

裁

判

所

判

決

。

見

よ

、

○
↓
↓
o

囚

゜
K
a
u
F
　
ta
z
:v
,
V
e
r
f
a
s
s
u
n
gq
ω
σq
e
r
ic
h
t
s
b
a
r
k
e
i
t
1
°。
昭

-

1
9
7
4
-
1
9
°.
?
,
Z
S
R

1
9
7
4

I
,
S
.
3
4
0

m
i
t
A
n
m

°
一
に

お

け

る

叙

述

お

よ

び

評

価

。

(
;

)

B
B
1

1
8
7
0

II

,
S
.
7
0
0
.

(
58

)

一
八

七

四

年

の
憲

法

改

正

の

際

に

も

、

な

お

も

政

治

的

諸

官

庁

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

判

決

は

、

居

住

の
白

由

、

信

仰

お

よ

び

良

心

の

白

由

、

経

済

的

自

由

、

お

よ

び

政

治

的

諸

権

利

に

つ

い

て

の

そ

れ

で

あ

る

。

一
八

九

三

年

に

は

、

取

引

お

よ

び

営

業

の

自

由

を

除

く

す

べ

て

の

分

野

(
右

の

自

由

は

、

よ

う

や

く

一
九

=

年

に

な

っ
て

加

わ

っ
た

)

が

、

連

邦

裁

判

所

〔
の

権

限

〕

に

移

譲

さ

れ

た

。

参

照

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

た

と

え

ば

、

T
x
r
o
O
o
R

o
f

J
O
N
C
I-IE
E
R
E
,
D
e
r

R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z

in

V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
s
t
r
e
it
ig
k
e
i
t
e
n

d
u
r
c
h

d
ie

p
o
l
it
is
c
h
e
n

B
u
n
d
e
s
b
e
h
o
r
d
e
n
,

D
is
s
.
Z
u
r
ic
h

1
9
5
Q◎
°
ω
゜
4
1
f
f
,
6
1
f
f
,
7
3
°

(
°
;
)

B
B
I
1
9
1
1

IIl
,
S
.
6
4
f
°

(
60

)

憲

法

裁

判

権

全

体

(
註

36

)

に

つ

い

て

は

、

見

よ

、

五

八

頁

以

下

お

よ

び

そ

の

個

所

の
詳

細

な

註

。

(
61

)

最

低

限

度

の
　

存

(
E
x
is
t
e
n
z
m
i
n
i
m
u
m

)

へ
の

権

利

が

、

今

日

す

で

に

、

憲

法

ヒ

の

請

求

権

と

見

な

さ

れ

る

べ
き

か

否

か

と

い

う

問

題

は

(
参

照

、

社

会

的

基

本

権

註

9

、

一
三

頁

以

下

な

ら

び

に

そ

の
箇

所

の

詳

細

な

註

、

お

よ

び

、

二

.

..
六

頁

以

下

)
、

今

日

で

は

ま

す

ま

す

肯

認

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
て

い

る

。
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(
　
)

B
G
E

10
3
Ia
3
77
f;
し
か

し
、
b
zg
l°成

育

へ
の
権
利

と

は
無

関
係

に
、

裁
判

所

に
と

っ
て
前

景

に
あ

る
も

の

は
、

一
九
七

、..年

の
国
民

投

票

で
基

本
権

カ

タ

ロ
グ

の
中

へ
の
相

当

な
基
本

権

保
障

の
採

用

が
邦

の
多
数

を
獲

得

で
き

な
か

っ
た

が

た
め

に
失
敗

に
帰
し
た

こ
と

で
あ
る
。

そ
れ

ゆ

え
、

「連

邦

裁
判

所

は
、
不

文

の
基
本

権

力

タ

ロ
グ

に
お

け
る

そ

の
よ
う

な
基

本
権

を

"最

高
裁

判

所
"

の
判

決

の
道

(な

い
し

回
り
道

)
を

と

お

っ
て
採

用
す

る

こ
と
」

(...ヒ

八
頁

)

を
覚

悟
し

て

い
な
か

っ
た

の

で
あ
る
。

(　

)

B
G
E
1
0
4
Ia
°。
°。
浄
参

照
、

前
掲

oQ
°
誤

お
よ

び

そ
こ

に
記
さ

れ

て
い
る
〉
づ
ヨ
L

8

°

o

)

B
G
E

10
5
Ia
3
3
7
.

(
　
)

B
G
E

1
0
3
Ia
3°。
ど

侵
害

と
給

付

と

の
問

の
厳
格

な

区
別

が
不

可

欠

で
あ

る

こ
と

に

つ
い
て

は
、

さ

し
あ

た
り

、

R
H
tv
o
w
,
G
r
u
n
d
r
ec
h
ts
-

th
eo
r
ie
(A
n
m
.
9
)
,
S
.
4
40
ff.

(
66
)

以

ド

の
叙
述

は
、

目
即
〉
∩
=
°。
国r

P

P

O
.
(A
n
m
°
一①
)

が
連
邦

裁

判
所

判
例

に

つ
い

て
の
彼

の
根
本

的
研

究

の
中

で
苫
心

し

て
折
出

し

た

と

こ
ろ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

(oQ
」

島

5

に
依
拠

し

て

い
る
。

(
　
)

T
R
A
C
IISE
L
,
a
°
P

O
.
(A
n
m
.
16
),
S
,
15
1f
;
次

の
も

の
を

見
よ
'

G
ru
n
d
r
e
ch
te
d
er
V
e
r
fa
ss
u
n
g
(A
n
m
°
2
1)
,
S
°
一㊤
Q。
h°

(
　
)

T
R
A
C
=
s
国
L,
a
.
a
°
○
.
(A
n
m
.
16
),
S
.
15
3
ff
に
よ

る
判

例

の
概
観

。

よ
り

近
時

の
　
-　

N
iS
る

B
G
E

9
7
1
23
0

(信

仰
お

よ
び
礼

拝

の
自

由

)

か

ら
導

か

れ
る
も

の
を

も
参

照
せ

よ
。

(
69
)

と

く

に
集
会

の
自
由

に
か
ん
し

て
、

警
察

に
よ
る
保

護
義

務

は
、
連

邦
裁

判
所

が

こ

の
事

実
関

係

に
お

け
る
侵

害

者

の
概
念

を
広
義

に
捉

え

、

ま

た
、

た
と
え

ば
、

そ
れ

に
対
し

て
反

対

が
生

じ
る

よ
う

な
示
威

運
動

の
筆

頭
益

催
者

を

も

こ
の

〔侵
害
者

の
概

念

の
〕
.ト

で
解

す

る
と

い
う

よ

う

な
、

一
定

の
相

対

化
を
経

験
し

て
い
る

(
こ
れ

に

つ
い
N
は
'

見

よ
'

B
G
E

1
0
3
Ia
3
10
ff,

批
判

す

る
も

の
と

し

N
'
T
R
A
C
{iSE
L
,
a
.
a
.
O
°

‐
A
n
m
.
16
‐
,
S
.
1
57
)
°
次

の
も

の
も

参
照

°
G
io
R
C
io
M
,a
[,tZ
v
E
R
　
t,
L
a
lib
er
te
d
e
re
u
n
io
n
,
G
e
n
e
v
e
19
8
1
,
S
.
5
0ff
.

(
°
)

B
G
E
1
0
5
Ia
9
5
お
よ
び

そ

の
個

所

の
註
。

(
71
)

参
照

、
た

と
え

ば
、

B
G
E

1
05
Ia
2
1"
「
請
求

さ

れ
た
」

地

の
監
督

と
処

分

の
権

限
を

有
す

る
官

庁

は
、

許
可

に

つ
い

て
の
決

定

の
際

に
、

政

治
的

危
機

防
止

の
観

点
と

、
そ

れ
と
並

ん

で

そ
の
他

の
公
益

を
考

慮

し

て
よ

い
。

し
か

し

な
が

ら
、
右

官
庁

は
、

そ

の
際

に
、

恣
意
禁

止

お

よ
び

法

的
平

等

の
原
則

に
拘

束
さ

れ

る
だ

け

で
な
く

、

そ
れ

を
越

え

て
、

自

由
権

の
特

別

に
理

念
的

な

内
容

を

も

i

右
権

利

の
行

使
を

論

じ

る
と

き

に
は

1

前

以

て
定

め

ら
れ
た
利

益

衡
量

の
中

に
箆

人
さ

せ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
…

…
。
」

(　

)

B
G
E
1
0
0
Ia
3
9
2
ff
;
次

の
も

の
も
同

様

F'
あ

る
°
1

1
0
5
Ia
9
6
.
u
n
ite
ju
ra
ss
ien
n
e
P
e
r
y
I

L
a
H
e
u
tte
c
.
C
o
n
seil
m
u
n
ic
ip
a
l
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ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(丘

)

九

五

(
131

)



九

六

(
231

)

d
e
P
er
y

S

意

味

に
お

け

る

一
九

八

〇

年

一一.月

一
九

日

の
決

定

(
未

公

同

)

は

、

こ

の
判

決

を

、

類

似

の
仕

方

で

、

自

治
体

の
会

館

(G
e
m
ein
d
e
sa
a
l)

S
使

用

な
ど

の
場
合

に
ま

で
拡
大

し

て
い
る
。

(73

)

内
容

豊

か
な
連

邦
裁

判
所

判
例

の
う
ち
、
た

と
え

ば
次

の
も

の
を
参

照

せ
よ
、
B
G
E
1
0
5
Ia
1
13
ff,
1
06
Ia
8
2
f;
'H6
た
、
T
R
A
C
TIS
EL
,
a
.
a
.
O
°

(
A
n
m

.
16
),
S
°
1
95
ff
は
、

判
例

を
要
約

し

て

い
る
。

(　
)

B
G
E

1
03
V

19
QQ

ま
た

、
B
G
E

1
0
7
Ib
16
5
も
参

照
せ

よ
。

次

の
よ

う

に
述

べ

て
い
る
。

「法

の
遅
延

の
禁

止

(R
ec
h
ts
ve
rz
o
rg
er
u
n
g
sv
e
rb
o
t
)
は
、

一
方

で
は
、

議
会

に
、

ま
た
、

人

お
よ
び
事

物

の
観

点

に
お

い

て
裁

判
所

に
対

し

て
、
訴

訟
提
起

者

、
訴

願

提
起
者

、
申

請
者

等

々
に
、

適
切

な

期

限
内

に
裁
定

す

る

こ
と
を
許

す

よ
う
な
手

段

を
授

権
す

る

こ
と

を
義
務

づ
け

て

い
る
。
適

切

な
裁

定
期

間

は
、

し
か

し
、

.平
均

的

な
処

務
過

程

の
時

期

に
お

い
て
保
障

さ
れ

な
け

れ
ば
な

ら
な

い

だ
け

で
な

く
、
裁

判
所

が

一
時
的

に
超

過
負

担
と

な

っ
て
い
る
時

期

に
お

い
て
も
保
障

さ

れ
な

け

れ
ば

な
ら

な

い

の

で
あ

る
。

そ
う

し
た
事

変

に

つ
い

て
は
、

議

会

は
、

常

勤

ま

た

は
非
常

勤

の
補

充

裁
判

官

お

よ

び
補

助

-　
　

(z
u
s
a
tz-

lic
h
e
s
P
er
so
n
a
l)
を
召

喚
す

る
可
能

性
を

創
出

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
」

(75

)

連

邦

裁
判

所
が

営
造

物
利

用

の
L
観

的
権

利

の
存
在

を

否
定

し

て

い
る

(参

照
'

;;
と
え

ば
'

B
G
E

1
03
Ia
3
7
9
;
こ

の
判

決

の

一
括

し

た
確

認

"
-x

す

る
批
判

は
'

Z
B
J
V

19
7
9
,
S
.
12
0f
)

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
連

邦
裁

判

所

は
、
国

立

の
給
付

施

設

に

つ
い

て
の
法
的

に
.平
等

で
恣
意

か

ら
免

れ

た

入
場

へ
の
憲
法

ヒ

の
請

求
権

を
認

容

し

て

い
る

1

右

の
給
付

施

設

と
は
、

た
と

え
ば

、

高
等

教

育
機

関

(B
G
E

10
3
Ia
3
9
9
)、

な

い

し

、

水

泳

プ

ー

ル

(
1
0
0
I
a

2
8
7
f
f
)

も

そ

れ

に

あ

た

る

。

こ

う

し

た

平

等

処

遇

の
観

点

に

つ

い

て

は

、

参

照

'

S
o
z
ia
l
e
G
i°u
n
d
r
e
c
h
t
e

(
A
n
m

.

9
)
,

S
.

2
2
0
f
f
.

T
tto
v
t.a
s

F
L
E
fN
E
R
,

G
r
u
n
d
z
u
g
e

d
e
s

a
llg
e
m

e
i
n
e
n

a
n
d

s
c
h
w
e
iz
e
r
i
s
c
h
e
n

V
e
r
w
a
lt
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
,

2
°

iib
e
r
a
r
b
e
it
e
t
e
A
u
fl
a
g
e
,
Z
u
r
ic
h

1
9
8
0
,
S
.
3
7
3
f
f
6

中

の
接

近

の

権

利

(
Z
u
n
g
a
n
g
s
r
e
c
h
t
)

6

問

題

へ
の

導
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